事例：学習ツール開発プロジェクト計画書
　学習ツール開発プロジェクトは次の通り実施する。
１．全体計画
	項番
	作業項目
	日程
	工数
（人月）

	
	
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	

	
	大日程
	
	

	1
	LMSの選定・開発環境構築
（OSS＆SCORM準拠の複数のLMSを評価と選定と開発環境構築）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	2

	2
	教材作成ツールの選定・開発環境構築（当該学習教材が作成可能なSCORM準拠の汎用ツールの評価＆選定と開発環境構築）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	2

	3
	LMS機能の追加
（必要となる場合）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	3(外注工数は別途)

	4
	コンテンツ要求設計
（設計・レビュー・総合テスト）
（１）酒造
（２）電子部品製造
（３）学習塾
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	25

	5
	コンテンツ作成・更新
　（１）酒造
　（２）電子部品
　（３）学習塾
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	5(外注工数は別途)

	7
	顧客所有のSCORM準拠教材の評価
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	2or3(3はLMS追加)

	項番
	作業項目
	日程
	工数
（人月）

	
	
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	

	
	大日程
	
	

	8
	各種説明書作成
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	4

	9
	納入品作成
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	1

	10
	出荷判定会議
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	1.


　※項番４と項番5との関係：コンテンツ設計者（要件定義者）と作成者が密接に関係した開発となる。
２．体制
　　プロジェクト推進チーム
　　　・リーダ
　　　・メンバ
　　　　XXXX　（実行チームのリーダ）
　　　　XXXX　　　　　〃
　　　　…
　　　　＊実行チーム：開発環境開発チーム、コンテンツ開発チーム（酒造、電子部品、学習塾）、コンテンツ作成チーム（外注会社）、・・・
３．進捗会議
　　プロジェクトの運営　（プロジェクト推進チームが実施）
　　　・プロジェクト状況（生産物、品質）を計測、集計、評価、問題点の解決、指示、顧客への状況報告、外注管理　等
　　　・４項のプロジェクト管理票を使用
４．プロジェクト管理票
　　　・議事録　（別紙４－１）
・検討項目一覧　（別紙４－２）
　　　・設計書用　目次案　（別紙４－３）
・予実管理票　（生産物の予定/実績をページ数、機能項目数などで計測、実績÷予定（％））　（別紙４－４）
　　　・テスト項目一覧表　（別紙４－５）
　　　・問題・連絡票　（別紙４－６）
　　　・問題（障害）一覧表　（別紙４－７）
　　　・進捗状況報告書　（定性報告、定量報告）　（別紙４－８）
　　　・その他
--　レビュー管理票（チェックリスト、レビュー報告書）は、一様な帳票が存在しないので、本プロジェクトに適したものを別途定める。
--　品質管理のためのデータ集計と評価の帳票については、本開発に適したものを別途定める。
５．出荷判定会議（出荷可能かどうかを判定する会議）
　　予め出荷条件を設定し、出荷約2か月前から数回実施し、納入を確かなものにする。参加者はプロジェクト推進会議メンバ。
　　出荷判定条件：納入物件の整備、顧客納入条件、総合テスト未解決障害0件、・・・等を別途定める。
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（LMS機能追加の場合）
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